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2011年3月10日(木) 富浦協働つうしん 第７号

元
気
倶
楽
部
で

2

月

15

日
に
、
第

2

回
「「 「「
地
域
づ
く
り
の
代
表
者

会
議
」
が
開
か
れ
、
代
表
者

9

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
①
規
約
の
確
認
、
②
協
議
会
役
員
の
人
選
方
法
等
が

話
し
合
わ
れ
、
規
約
案
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、

2

月

21

日
、

23
日
の
両
日
、
元
気
倶
楽
部
で
４
つ
の
グ

ル
ー
プ
会
議
が
開
か
れ
、
市
民
が
延
べ

25

名
参
加
し
ま
し
た
。
各
グ

ル
ー
プ
の
名
称
は
、
「「 「「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
マ
ッ
プ
づ
く
り
」
、

「「 「「
軽

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
」

、
「

、
「

、
「

、
「
子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
」
、
及
び
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
」
で
す
。

会
議
で
は
、
①
里
山
コ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
実
施
、
②
各
自

が
思
い
描
く
「「 「「
子
ど
も
の
遊
び
場
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
等
が
話

3月10日(木)

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「「 「「
子
ど
も
の
遊
び
場
」
に
つ
い

て
は
、

「「 「「
日
常
的
に
遊
べ
る
場

所
の
確
保
が
必
要
な
の
で
は
」

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
富
浦
地
域
づ
く

り
協
議
会
設
立
総
会
を
開
き
、

活
動
を
始
め
て
い
く
予
定
で
す

多
く
の
方
々
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

子供達を温か

く見守る栗林

さんと堀田さ

ん。
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子供の遊び場の確保に向けて、各々の

抱負を語る、池田さん（右）と堀田さん（左）

子
ど

も
の
遊
び
場
確
保
の

グ
ル

ー
プ
員

池
田
礼
子
さ
ん

堀
田
勝
彦
さ
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に
つ
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場
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づ
く、

で
す
。

待
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さ
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私
の
イ
メ
ー
ジ
す
る

子
供
の
遊
び
場
の
確
保

私
は
、
子
供
達
の
声
が
す
る

町
は
、
発
展
す
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
私
が
参
加
し
て
い
る

「
び
わ
っ
子
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
毎

週
木
曜
日
、
小
学
校
１
年
生
か

ら
３
年
生
ま
で
の
子
供
達
の
声

が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

今
後
、
皆
さ
ん
と
協
力
し
合
っ

て
幼
稚
園
児
等
、
多
く
の
子
供

達
の
声
が
聞
こ
え
る
遊
び
場
を

確
保
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

堀
田
勝
彦

堀
田
勝
彦

堀
田
勝
彦

堀
田
勝
彦
さ
ん
の

さ
ん
の

さ
ん
の

さ
ん
の
話話 話話

今
回
、
私
は
「
子
供
の
遊
び
場

の
確
保
」
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、
「

び
わ
っ
子
ス
ク
ー
ル
」
で
も
の
づ
く

り
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の

経
験
を
活
か
せ
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
地
域
の
子
供
達

の
理
科
の
勉
強
と
遊
び
の
、
つ
な

ぎ
役
に
な
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

まちのおんがく

やさんのコンサ

ートを楽しむ、

富浦保育所の子

供達



富
浦

富
浦

富
浦

富
浦
のの のの
現
状

現
状

現
状

現
状

園
庭
開
放
時

園
庭
開
放
時

園
庭
開
放
時

園
庭
開
放
時
のの のの
参
加
児
童
数

参
加
児
童
数

参
加
児
童
数

参
加
児
童
数

近
年
各
地
で
園
庭
開
放
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
富

浦
保
育
所
で
も
、
園
庭
開
放
を
は
じ
め
、
在
宅
児
と

の
交
流
・
育
児
相
談
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
の
園
庭
開
放
時
の
参
加
児
童
数
は
、
図
１

の
通
り
、
減
少
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

富
浦
の
子
供
達
に
と
っ
て
、
保
育
所
の
園
庭
は
、
安

心
し
て
遊
べ
る
場
所
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

富
浦
の
課
題
と
今
後
の
対
応
を
皆
ん
な
で
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見

富
浦
中
学
校

私
は
、
子
供
達
と
接
す
る

大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

の
体
験
学
習
で
は
、
３
つ
の

た
く
さ
ん
の
子
供
達
と
の
会
話

①
表
情
豊
か
に
子
供
達
の

②
子
供
達

2010年度年度年度年度

2009年度年度年度年度
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育
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育
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保
育
交
流
をを をを
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し
て

し
て

し
て

し
て

行
事
予
定

４
月
３
日
、
さ
く
ら
フ
ェ
ス
タ
を
大
房
岬
の
運
動
園

地
で
開
催
。
大
房
岬
自
然
公
園
の
主
催
で
、
子
供
歌

舞
伎
も
上
演
予
定
。

富浦中学校の３年生が、自分の育った地域

の幼稚園児と交流学習を体験しました。生徒達

は、絵本の読み聞かせ等の2回の交流を通して、

自ら課題を感じとり、工夫を凝らすことにより、学

習の意欲を一段と向上させていました。

見
た
い

富
浦
中
学
校
、
茅
野
優
香

す
る
時
に
は
、
笑
顔
が
最
も

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
今
回

つ
の
事
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

会
話
を
楽
し
み
ま
し
た
。

の
話
を
聞
く
、

子
供
達
の
目
線
で
、
そ
の
目

を
見
な
が
ら
話
す
。

③
子
供
達
の
名
前
を

呼
び
な
が
ら
話
す
。

今
後
ま
た
機
会
が

あ
れ
ば
、
も
っ
と
も

っ
と
た
く
さ
ん
の
子
供

達
の
笑
顔
が
見
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

富
浦

の
昔

ば
な
し

～
八

束
の
青
鬼
赤
鬼

～

昔
は
、
ど
こ
の
学
校
に
も
怖
く
て
有
名
な
先
生
が
お

り
ま
し
た
。

気
の
荒
い
漁
師
の
子
が
多
く
、
毎
日
悪
さ
が
横
行
し

て
い
た
船
形
町
（
今
の
館
山
市
船
形
）
小
学
校
の
話
で

す
が
、
大
正
九
年
（
一
九
ニ
〇
）
に
第
八
代
校
長
と
な
っ

た
、
忍
足
清
（
八
束
村
福
澤
）
と
い
う
先
生
は
、
た
い
そ

う
怖
い
人
で
、
悪
さ
を
し
た
生
徒
を
見
つ
け
ま
す
と
、

直
ち
に
校
長
室
へ
呼
び
、
ピ
シ
ャ
ピ
シ
ャ
と
鞭
で
叩
い
て

叱
り
、
更
に
親
を
学
校
へ
呼
び
付
け
、
「
貴
方
の
家
庭
教

育
は
、
ど
の
様
に
為
さ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。
問
題

が
ご
ざ
い
ま
す
よ
。
」

と
、
船
形
の
人
た
ち
は
普
段
使
わ
な
い
上
品
な
言
葉

で
長
々
と
説
教
し
た
の
で
す
。
忍
足
校
長
が
怒
る
時
は
、

い
つ
も
青
い
顔
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
船
形
の
人
た
ち
は
、

八
束
の
青
鬼
と
言
い
ま
し
た
。

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
次
ぎ
の
第
九
代
校
長
に

な
っ
た
の
は
庄
内
巳
之
助
（
八
束
村
宮
本
）
と
い
う
先
生

で
し
た
が
、
前
校
長
よ
り
も
っ
と
怖
か
っ
た
の
で
す
。
生

徒
を
叱
っ
た
後
は
、
家
ま
で
押
し
掛
け
、
漁
師
よ
り
も

乱
暴
な
言
葉
で
、

「
主
ら
み
て
え
な
馬
鹿
も
ん
な
親
だ
か
ら
、

餓
鬼
共
が
皆
、
悪
役
に
な
っ
だ
。
ち
ゃ
ん
と
躾
を
し
や

が
れ
、
こ
ん
だ
悪
さ
を
し
た
ら
落
第
だ
ぞ
。
」

と
怒
鳴
っ
た
の
で
す
。
庄
内
校
長
は
顔
を
赤
く
し
て

怒
り
ま
し
た
の
で
、
今
度
は
八
束
の
赤
鬼
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

著
者
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謹
爾
氏


